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2007 年  10 月  11 日  

熊野の旅 木本祭り 5 祭り寸景  

 祭りと言うものも、主役、脇役、見物人で成り立っているようなものです。 

 
過疎が進むと、主役も脇役も減ってきます。演じる方を引退し見物人になっていた人

も老齢化でどんどん減っています。 
 かつては道の両脇にずらりと並んでいた見物人もポツリポツリになってきました。 

 
 車椅子に乗った要介護の老人たちの団体が医院の前に集まっていました。 
 井筒町の子供みこしがここで記念写真を撮っていました。 
 こうして集まった老人だけではなく、ポツポツ見かける見物人も当然のように老人

が多いですね。 

 
 かく言う私も昔なら老人ですし、今でももうすぐ統計上の老齢者になるのです。 



 ただ、田舎に居るとその線引きがずいぶん違います。 
 私などでも、ここ熊野に居る分にはまだまだ若い方なのです。 
 埼玉県の都市部に行けば町内の年寄り扱いなのでしょうが、田舎では幾つになって

も若輩扱いです。有難いのか有難くないのか… 

 
 

 

 そんな町ですし、老人が死ぬと家が取り壊されて空き地になるという現状ですから、

主役の子供が減って当然なのです。 
 ことに本町通りなどは昔に出来た古い町並みなので、敷地が６０坪でも間口 3 間、

奥行き 20 間、まさにうなぎの寝床状態なのです。古い建物を取り壊しても、まとも



な家が建たないのです。 
 これは、他所から来た人が喜び、ガイドブックでは「京都のような」と書かれる、

日本の古い町屋の現実なのです。 
 せめて、祭りくらい賑やかに…と思っても、祭りに合わせて遠くから帰ってくるほ

どの祭りでもないので珍しい顔ぶれは見かけませんね。 
 あと 10 年経つと…考えない方が良いでしょうね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ            by je2luz | 2007-10-11 11:40 | 

 

 

 
 
2007 年  10 月  12 日  

熊野の旅 月例 熊野市報 10 月号より  

 毎月載せている熊野市報に載っていた、人口動態などです。 

 
 お誕生     9 
 おくやみ   27  うち 90 歳以上９  最若年５９ 

 
 数字はものすごいのが続いていますが、「おくやみ」の中味はまあ、順当な物です。 
 人口２１０００人しか居ないところでこれだけの高齢者死亡があるということは

…なのです。 
 長寿化によって人口減が食い止められてきた部分が崩れかけています。 

 
  人口      21225  （+8） 
   男       9890  （+2） 
   女     １１３３５  （+6） 
  世帯数     10216  （－6）   
 不思議なことに人口が増えています。 

 
 廃止された三重交通『五郷線の変わりに、熊野市の『自主運行バス』の『飛鳥・五

郷線』が動き出しました。 
 一日４便、通勤・通学・通院用のダイヤで動いています。そのため、熊野市駅から

五郷方面に向かうバスの始発が 12：22 と言うダイヤです。観光にはいささか使いづ

らいでしょうね。 
 熊野古道関連では同じく熊野市の自主運行路線の『潮風かおる熊野古道線』に新し

い停留所が出来たそうです。先年出来た『徐福茶屋』の前で止まるそうです。 

 
 もう一つ熊野古道関連で 
 『歩いて俳句・元気に俳句～熊野古道大吟行会～参加者募集』 
   とき  １０月２４日 
   日程  9：00 熊野市駅前集合 受付・投句用紙配布 
     A: 駅ー松本峠上り口ー鬼ヶ城（バス）－花の窟神社その周辺 



     B: 駅ー花の窟神社その周辺 
   参加費用 １０００円 保険料を含む 昼食・筆記器具は各自用意のこと 
   応募方法 氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、性別、年齢、希望

のコース 集合場所までの交通手段…を記入の上、郵便または FAX で下記まで… 
       〒519-3625 尾鷲市大字向井字村島 12-4 
           三重県立熊野古道センター 

         FAX 0597-25-2666 
 なのですが、私が記事を書くのが遅れたので、実は今日中なのです。 
 ご希望の方は大急ぎで応募してみてください。 

 

 

Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ            by je2luz | 2007-10-12 10:4 



2007 年  10 月  13 日  

熊野の旅 祭り考  

 先日来、祭りを二つ取り上げて来ました。 
 神様を直接あがめる形と庶民が作り出したようなものとです。 
 このほかには、ものすごく賑々しく華やかだったりするけど、庶民には関係ない京

都の「時代祭り」のような物もあります。さらには、近代に作られた「御堂筋パレー

ド」とかのようなイベントのお祭り騒ぎもありますね。 
 田舎では後の二つのようなものはあまりありません。 
 最後の一つを小さくしたのようなイベントは何度も何度も企画されては居ますが、

中々成功しませんね。それでも、長い間に考案された色んなイベントの残骸が一杯あ

って、年中何かが行われています。 
 スポーツ関連、文化関連、地場産業関連…みんな『町おこし』とか『生きがい対策』

などと言う大きな目的？口実？が付いています。そして、比率は違えど、官民共同？

と言う形のものです。 
 かわいそうに、自治体の職員でこうしたものに刈り出されるメンバーは決まってい

ます。年がら年中、日曜祭日には刈り出されています。スタート時には補助金の関係

で上司の命令ですが、途中からはやめるにやめられず… 
 こうしたイベントも田舎では見物人が少なく盛り上がりません。 
 例えばここ熊野市は三重県最南端の中核ですが、自前の人口２１０００人ほど、南

牟婁郡 20000 弱でしょうか？隣の奈良県吉野郡の上・下北山村で２０００人くら

い？ 
 せいぜい 45000 人ほどの見込み客です。 
 これだけの人口の 1/3 以上は老齢者です。もはや、木本までイベントを見に来るこ

とも出来ません。差し引き３００００人弱が広大な面積に散らばっています。この中

で紀宝町は和歌山県新宮の方向を向いて生活していますから、よほどでないとこちら

にはきません。 
 それでも、イベントは増えることがあっても中々減りませんね。不思議です。 
 客が居なくても、せめてやっている主催者が楽しくて、福利厚生的にでも役立つの

ならまだ良いのですが、負担になっているようにすら見受けられるものがあります。 
 これからしばらくはあちこちで祭りとイベントが行われます。 
 小学校の校区ごとにはだいたいある『鎮守様の祭り』、『山ノ神』、『市民文化祭』… 
 一杯あるのですが、そのスケジュールは市報にも載りませんね。 
 先日の花の窟神社の『お綱賭け神事』などは大層な物でもなく、参加者も三々五々、

自主的に集まって、楽しそうにやっていました。 
 なまじ町おこしなんてこじつけも無く、大昔から続いているほのぼのとしたもので

す。 
 演歌の『祭り』のイメージとは違いますが、大層な物でないのが好ましいです。 



 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ        by je2luz | 2007-10-13 11:37 



2007 年  10 月  14 日  

熊野の旅 本日、映像のみ  

 

 

 



 

 今日もきちんと記事を書きました。 
 仕上がりの直前。間違えて、この編集ページを閉じてしまいました。 
 書き直す気力がうせました。 
 従って、本日は映像のみになります。 

 
 カメラは レチナ Ia  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ      by je2luz | 2007-10-14 11: 

 

 

 

 

2007 年  10 月  15 日  

熊野の旅 熊野の味の準備 高菜  

 
熊野の味といえば、『サンマ寿司』と『めはり寿司』といわれますが、二つともこれ

からのシーズンです。 



 サンマは１１月以降にこの沖に廻ってくる、油の落ちた「やせた」さんまが、『サ

ンマ寿司』や『サンマの丸干し』に最適なのです。 
 高菜は今が植え付けの季節です。 
 彼岸の頃に種まきをした苗を刈り入れの終わった田圃などに畝を起こして定植し

ます。 
 これから、どんどん大きくなって、山間部に霜が降りて寒さが厳しくなると、少し

葉っぱが縮れ気味になりながら、大きな葉っぱになります。 

 
 写真は高菜の苗です。筋の周りが紫色になっています。もう少し大きくなると、葉

全体がきれいな紫色になるはずです。 
 私の菜園は自家採種ものなので、時々紫色の薄い物になってしまうことがあります。 
 色が少々抜けていても、辛味のある高菜なのですが、漬物にしても色が薄いとどう

も高菜のイメージから外れてしまいます。 
 私の家は海岸線なので、高菜はすくすく育ってくれます。山間部で皆さんがやるよ

うな、笹を取ってきて傘のように立てる『霜よけ』の必要はありません。楽に作れる

のです。 
 しかし、この『楽に育つ』ことが、出来た高菜の味に少し影響します。 
 霜が降りるくらい寒い所で、いじけながら育った高菜のほうが、辛味も強く、葉が

厚いのです。つまり、おいしいのです。 
 こうしたことから、昔から、高菜の産地は作りよい海岸線ではなく、『流れ谷』と

いわれる熊野川の支流の山間部なのです。この辺では、『五郷・いさと』の物がおい

しいとされています。 
 大又川添いの『飛鳥』『五郷』のほか『神川』『紀和』と、海から一山越えたところ

がおいしい高菜の育つ所ですが、栽培面積は少ないです。 
 いまから何十年も前から、何度と無く、農協や役所が産地形成をしようとしました

が、失敗しています。 
 難しい産物では無いのですが、水田百姓にしてみると、蔬菜は手間がかかります。

少し手を抜いたりすると『規格外』になって、引き取ってもらえないからです。 
 手始めに、ほんの少しの面積で栽培して、寒さの中、ようやく育った高菜を欠きと

って集荷場に運んでいって、検査に落ちた分は返品される、収入はほんの少し…『こ

んなんなら、コタツに当たっていたほうがましや』と言うことになるのです。 
 素材が揃わない…漬物の生産が増えない…出荷量が無いのでブランドとして確立

できない…素材生産に回す資金も生み出せない……この循環なのです。これは、こと

高菜だけではなく全国の田舎の産品全般に見られる典型的パターンなのです。 
 さらに、３０年程前には顕著になっていた、過疎化、２０年前には現実になった高

齢化がこれに拍車を掛けます。 
 体力の衰えもありますが、６０の声を聞いてから…７０になってから新しい取り組

みをするのは大変です。後継者がいないことの分かっている農地、農機具に投資する

のを喜ぶ人はほとんど居ません。当たり前のことなのです。 
 テレビ報道などで、色んな施設を作ったとかが紹介されていますが、参加者や会員

のほとんどが老齢者と言うのが多いですね。 
 あれって、本当にちゃんとした計画なのか首を傾げます。 



 会計検査院の検査まで動いていれば御の字と言う感じもします。 

 
 ブランド物の財布に７万とか１０万とか掛けて喜び、一万を越すようなぶったくり

の料理を食べている都会人が、マスコミの踊らされるのを止めて、地に足をつけた生

活をするようになるまでは、田舎は浮上しませんね。 
 日本が貧乏になって、気が付いた時には…日本の田舎がなくなっています。 
 そう遠いことだとは思わないのですがねえ・・・ 
Tags:熊野市 熊野の味 大又川             by je2luz | 2007-10-15 11:24  

 

 

 

 

2007 年  10 月  16 日  

熊野の旅 日の出 熊野市木本町  

 熊野市木本町は熊野灘に面しています。 
 20Km ほどの七里御浜の東の端に位置しているので、前は浜ですが、左側には鬼ヶ

城の岬が突き出しています。こちら方向が東です。 
 こうした地形なので太陽は年中海から上がるわけではありません。夏の太陽は鬼ヶ

城の岬の山から昇ります。低い岬ですがやたらと早い日の出の時期にはほんの少しだ

け日の出が遅れるわけです。と言っても木本の東のはずれで山に近い所ならかなり遅

らせてくれますが我が家のあたりですと本当にわずかです。気象台の言う日の出から

数分しか遅れないで太陽が顔を出します。 
 我が家の男の子の子供部屋は海に面した二階にあるので、夏になると５時前には部

屋の中に日が差し込みます。 
 冬場は日の出時刻と同時に水平線から日が差し込む形です。 だから、この部屋は、

天気が良ければ冬でも起きる頃には部屋が暖まっています。 
 しかし、夏場は寝ていられないようで、６時ごろには耐えられなくなった子供が階

下に降りてきたものです。 
 こうして、海からの日の出を受けられるロケーションの家は、海岸沿いで二階建て

以上の家だけですね。平屋だと堤防から顔を出した時が日の出になります。 
 木本の家は基本的には平屋建てでした。 
 理由は、この海からの風です。 
 台風の風は東方向から始まり、南へ廻り、西になったときが終わりなのです。 
 我が家のように海に面してさえぎるものの無い状態で二階建てを建てると、台風の

接近時から通り過ぎるまでの風をすべて引き受けることになります。家にとっては過

酷な条件ですね。 
 だからでしょう。木造二階建ての一般住宅は海岸沿いではほんの数軒です。 
 海のそばに住んでいるといっても、こうした海からの朝日を受けられるということ

は意外と少ないものなのです。 
 ちなみに、私はこの子供部屋で寝たことが無いので、水平線から差し込む光をこの

家で受けたのは数回程度でしょうね。 



 息子二人は１８年ほど眠ったままで朝日を受けていたのでしょう。 
 その割りに朝寝坊な子供たちでしたが… 
 宿泊施設で海からの日の出が見られるのは『簡保センター』でしょうね。 
 ただし、早く来ないと閉鎖なるようです。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ           by je2luz | 2007-10-16 11:35 

 

 

 

 

 

2007 年  10 月  17 日  

熊野の旅 夕日 熊野市木本町  

 秋は夕暮れ。夕日のさして山の端いとちかうなりたるに、からすのねどころへ行く

とて、三つ四つ、二つ三つなど飛び急ぐさへあはれなり。まいて雁などのつらねてた

るが、いと小さく見ゆるはいとをかし。日いりはてて、風の音、虫の音などいとあわ

れなり。 
 などと少納言さんは書いています。 
 たしかに、秋の夕暮れはなんとなく風情のあるものです。 
 さしずめ… 
 そこはかとなく、昔のことなど偲ばれ、涙の思わずおつるなど、いとあはれなり・・・

でしょうね。 

 
 紀伊半島の東半分は基本的には東から南が海で背後は山になっています。夕日が地

平線に沈むほどの平野はありません。 
 ここ木本でも前の海以外は山また山です。 
 七里御浜に出て居ると、朝日の時は海を照らして登ってきますが、夕日ははるか高

野山方向の紀州連山のかなたに沈みます。 
 西方向の山は結構遠いので低い山並みに見えます。そして、日没も結構遅くなりま



す。いわゆる気象台の日没とあまり変わりません。 
 朝も早いですから、七里御浜よりの所は山が迫っている割りに日照時間は長い所で

す。 

 
 この地方、トンビとカラスはやたらと多いので、少納言さんの言うように、「三つ

四つ、二ツ三つなど飛び急ぐさへあはれなり」と言う風情を通り越して、「からすど

も数集まりて、ぎゃあぎゃあ、かあかあ騒ぐ様、いとわろし」と言う日もあります。 
 以前にも書きましたが、穏やかな川や湖の無いせいか、水鳥の少ない所で雁や鴨も

あまり見かけません。 
 少納言さんが熊野に住んでいたら、この項はかなり違うものになっていたかもしれ

ません。 

 
 それはさておき、浜辺で夕日を背中に受けながら四方山の話を朋輩と話して過ごし

た時代もありました。 
 早いものですね。もうかれこれ半世紀も昔の話です。 
 見渡す景色はその間ほとんど変わっていません。 
 ここが『御浜街道』と呼ばれた時代ともあまり変わらないのかと思います。 
 違うのは、夕日の沈むのを見て、手を合わせる人や、熊野三山、高野のお山を思う

人がほとんど居なくなったことでしょうね。 

 
 それでも… 
 秋は夕暮れ…です。 
 こちらに来られたら、風雅他のひと時を七里御浜の波打ち際で過ごすことをお勧め

します。 

 

 同じ海岸線でも岬にある磯崎町では西に海があり、海のかなた紀州連山の方に沈み

ます。 



 ここにも民宿があります。 
 夕食の前に防波堤からこうした景色が見られると思います。 
カメラは  フジ GS645S 
Tags:熊野市 熊野古道 世界遺産            by je2luz | 2007-10-17 10:59 

 

 

 

 

2007 年  10 月  18 日  

熊野の旅 日本人らしい旅・・・  

 リゾート法と言う珍法？が浮上し、この地方が指定されると言う時でした。 
 時の政府の方針を、今は県知事になっておられる衆議院議員の方が説明に来られま

した。 

  
 『リゾート法とは、国民にゆったりと休暇を過ごしてもらうためのインフラを整備

しようと言うものです。 
 おおむね、夏期休暇を１０日として、新鹿海岸などでのんびりしてもらいます。雨

が降れば本でも読み、天気の良い日には泳ぐもよし、サンデッキで体を焼くもよし…

ニースやカンヌのように、英気を養ってもらおうと言うものです。費用もお安く、標

準家族で１００万程度に抑えるようにしたいと考えております。』 

 
 このように、熊野市の課長級の人、市議会の人などを前に熱弁を振るってくれたも

のです。 
 この当時、私は公式に発現できる立場だったので、あまりにもかけ離れた概念にあ

きれて発言させてもらいました。 

  
 『ここは日本です。対象は日本人はずです。 
 第一に夏期休暇がたとえ十日取れるようになったとしても、ひと夏の休暇で１００

万使える人がどれほどいるのでしょうか？まして、それがお安いと感じられるのはあ

なた方だけではないでしょうかね。 
 第二に日本人はフランス人と違いレジャーに行って晴耕雨読的にのんびりは出来

ないのです。三日あれば三箇所廻りたいのです。実にせわしない国民性でドイツ人的

なのですよ。 
 だから、根本的にこの法律の趣旨は間違っています。成功しません』 

 
 と言うよう発言をして冷や水を掛けたのですが、法律が通り、三重県の東紀州地区

とか宮崎県とかが指定され、追加で全国たしか次の分だけでも２９箇所指定しました

ね。 
 東紀州は受け皿になる民間企業もなく、うまい具合に計画は頓挫しました。 
 シーガ○○なんてその残骸ですね。 

 



 リゾート法はうまく頓挫したのですが、その時の予想通り、世界遺産指定されてか

らの観光客の動向を見てもせわしないですね。 

 
 伊勢を見て、熊野三山を見て、熊野古道も歩きたい… 

 
 日程は夜行バスで伊勢に着いてお伊勢さんを見ます、その後、その日のうちに勝浦

か湯の峯へ…あくる日に熊野三山を廻ることは可能でしょうか？ 
 なんて、質問が NET では飛び交っています。 
 余裕のある人で、もう一日ある程度ですね。 
 伊勢の国から紀伊の国への道のりは昔も今もものすごく遠いのです。 
 同じくらい離れていても、静岡に行ったついでに東京へ行って浅草寺にお参りし柴

又も見たいと言うのなら簡単に移動できますが… 

 

 世界遺産の『紀伊山地の霊場と参詣道』と言う代物の性格がどうも誤解されている

ようです。 
 何だか、立派な神社仏閣が見られるような…熊野古道も歩く道すがら何か名所があ

りそうな…と言う風に思われているようです。 
 お寺や仏像を見るなら、もっと便利な所に『世界遺産』があります。京都も奈良も

世界遺産です。お庭も仏像も開放され伽藍も立派です。 
 ここの『世界遺産』は有形のものより無形のものだと思います。 
 何にも無い、大自然の中で、せいぜい、谷川の音や風の音、波の音しかしないとこ

ろに身を置いて感じるものが『熊野』のもつ意味なのではないかと思うのですが… 
 それでは、観光客は呼べませんよね。 
 だからでしょう。 



 業者さんの作るパンフレットなどでは熊野三山の神社なども、ものすごく立派に写

していますね。そして、パンフレットやガイドブックに載っているものを見たら満足

すると言うパターンのお客さんが多いのですね。 

 
 ワイワイがやがや歩くのなら、奥多摩や秩父を歩いていればいいでしょう。関西に

も山之辺の道とか色々ありますね。わざわざ、熊野まで来なくても… 
 何も言わずに、峠の上で、谷川のほとりで、波打ち際で…せめて３０分座っていて

ください。 
 そこが熊野なのですから・・・ 

 
 カメラは   イコフレックス IIa・Restyled 
Tags:世界遺産 熊野古道 モノクロ         by je2luz | 2007-10-18 12:17 

 

 

 

 

2007 年  10 月  19 日  

熊野の旅 外人さんと熊野古道  

 松本峠や花の窟は世界遺産の一部ですが、観光客は非常に少ないです。 
 ポツリポツリ…ちらほら… 
 その中に、外人さんが見かけられます。 
 世界遺産になってから特に増えたとは思いませんが、リュックをしょったスタイル

で歩いていますね。いわゆるバックパッカーと言うほど本格的な旅人より普通の旅行

者の雰囲気の人が多いですがね。 
 ほとんどの場合、一人もしくは二人で団体さん的なのはいませんね。 
 生まれ育った風土が違いますから、同じ物を見ても違って見えることもあるのでし

ょう。しかし、違うだけに、先入観なんて無しで風景や事象を受け止めるのかもしれ

ません。そう言う形で受け入れられるとしたら、熊野古道とか、熊野三山だとかを訪

れた時には、能書きと有名な物？を探し回るなんてことをしない分、本来の熊野詣の

良さが感じられるかもしれませんね。 
 『世界遺産』と言っても、日本にはどっさりありますし、交通も不便ですから外人

さんがここまで来ることは少なくて当然でしょうね。一寸へそ曲がりか…マニアック

な人か…時間がたっぷりあるか…どっちにしても若い人が多いです。 
 日本人の方は若い女の子のグループも見かけられますが、多いのは、おばちゃんの

グループに先導役ののおじさんと言うパターンですね。一人旅は若い男の子位のもの

ですね。 
 どちらかと言えば賑やかな道中ですね。 
 そういうのを見ていると、「源氏物語」が外人さんにはすんなり受け入れられ、日

本人より中味を理解したとか言われたのがなんとなく判るような気がします。 
 熊野古道歩きや熊野三山に詣でるに当たっても文法を適用して、『ぞ・なん・や・

か・こそ・し・けれ』的な解釈をしようとしているようですからね。 



 それから離れたら、古文の面白いし、熊野三山も良い所なのですが・・・ 

 
Tags:熊野市 熊野古道 世界遺産  本宮大社   by je2luz | 2007-10-19 10:29  

 

 

 

 

2007 年  10 月  20 日  

熊野の旅 姉妹都市 1 ブラジル・バストス市  

 ブラジル・バストス市などといってもほとんど知る人は居ないでしょう。 
 移民に詳しい人なら日本人が入植した地として知っているかもしれません。 
 大人の世代ですと、ここから送られてきたブロイラーをそれとは知らずに口にした

かもしれません。 
 サンパウロ州のはずれにある、田舎町ですが、最初は日本人の移民先として『バス

トス一族』と言われる大地主から土地を買い取ったのが最初のようです。 
 この町はジャングル状態のところを日本人移民が切り開いた所であり、日本人社会

であった所です。 
 サンパウロは日系人の多い所で、サンパウロ州と三重県が姉妹県になっています。

南牟婁郡出身の人が州警察のえらいさんになっていたこともあり、その世話で『姉妹

都市』が流行った頃に熊野市とバストス市が姉妹都市になったようです。 
 このバストスは当初日本人の町でしたが、町の発展とともに労働力として「ブラジ

ル人」（現地の人がポルトガル系とかの人をこう呼んでいました）が流入し、今では

日系人の比率が 20％以下になったのではないかと言われています。 
 主な産物は、農産物と鶏・卵です。ブラジル一とも言われる鶏の産地です。 



 ベルトコンベアーでブロイラーを処理する工場もあります。そこを見学した後で出

た鶏料理は気分的においしく無かったです（笑） 
 日系人の多い町だったこともあり、１９５０年代から１９９０年代に掛けてはほと

んどの時、日系人の市長が座っていました。 
 南牟婁郡出身の方も成功して大きな農場を経営しておられます。 
 しかし、地球の裏側の町です。姉妹都市を結んでも中々交流なんて出来ませんね。 
 熊野市からバストスに使節団が送られたのは三回くらいでしょうかね。 
 １９９３年８月に三重県とサンパウロ州の提携２０周年とかの使節団が訪伯する

時に、熊野市にも派遣要請がありました。２４時間のフライトと言う難行が待ち構え

ているので、全く希望者が無く、県議、助役のほかでは私が行くことになり、行って

来ました。 
 まだ、インフレが止まらない社会情勢も悪いブラジルでしたから、熊野市の三人が

別行動でバストスに入ることを三重県庁は嫌がりました。しかし、地球の裏側まで行

って置きながら、姉妹都市に行かないなんて馬鹿なことは出来ませんから、切符だけ

手配してくれればよいからと言うことで無事訪問できました。 
 時の市長は『木村さん』と言う上品な人でした。もちろん、日本語の通じる人でし

た。 
 市議会の中もまだ日本人が多く占めていましたし、観光協会長なども日系人でした。 
 日本と違うのは市長が変わって、政権が変わると、町の役職なども総入れ替えにな

るということです。建設途中の建物でも予算が削られて止まってしまうようです。そ

の辺はラテン系の国らしいですが・・・ 

 
 この写真は市議会議事堂前で私たち訪問団を待ってくれている現地の人たちです

が、熊野に居る時より、和服を着た人や茶の湯など『日本』が一杯ありましたね。 
 茶道、日本舞踊などここ熊野市よりずっと熱心なようです。 
 そうそう、ここのお祭りは『たまご祭り』です。日本のお祭りではないようです。 
 １９９３年にここの市役所を見学した時、ブラジルではすでに市役所の職員のディ

スクにパソコンが座り、OS はウィンドウズでした。その頃の熊野市にはパソコンな



ど無く、ワープロでさえポツポツでした。このずれは決してまだ追いついていないよ

うですね。 
 バストスについての詳しいことは バストス市公式ホームページをご覧ください。 

ただし、ポルトガル語なんですよね・・・ 
 公式訪問してきたのですが、いまだに、この『姉妹都市』と言うものの趣旨とか意

義とかが良くわかりません。 
 やたらと金がかかることだけは分かりました。 
 時効だからいえますが、お役所の手配した旅行なので、ものすごく高価なたびでし

た。けっして、『豪華』ではなかったのですが、『高価』だったのです。 
 皆さんの町はどんな所と姉妹都市を結んでいるのでしょうね。 
Tags:熊野市 昭和                    by je2luz | 2007-10-20 11:39  

 

 

 

2007 年  10 月  21 日  

熊野の旅 姉妹都市 2 ブラジル イグアスの滝  

 日本は起伏にとんだ地形ゆえに『滝』がたくさんあります。 
 熊野三山の周辺には実にたくさんの滝が有ります。まあ、一番有名なのは『那智の

滝』でしょうね。これも、あの有名なの以外に表・裏合わせると１６滝以上とか言わ

れます。 
 『那智の滝』は姿も良いし、高さもあるし…非常に日本人の好みに合ったものです。 
 近年はこの滝の水源が枯れ気味になって、一部の人工林を元の温帯性の照葉樹林と

かに戻そうと言う運動が行われているようです。 
 林業不振で奥山の材木に価値がなくなっていることもあり、少しずつ戻されている

とか聞きます。 

 



 
 日本の滝は大体において、谷川ががけの上から糸を引くように落ちるものです。そ

して、その風情を楽しむのが日本流ですね。姿の良い滝はみんな観光地になっている

ようです。 
 昨日書いた『訪伯』は、半月に渡る長丁場でした。そのため、当然のように観光も

セットされていたのですが、私たち熊野市からの三人は、そのオフの観光の日を使っ

て、姉妹都市バストスを訪問しましたから、観光部門一箇所アマゾンがカットされ、

週末無しでレセプション漬けでした。 
 二回の週末のうちで残りの一回で『滝』見物に行きました。 
 世界自然遺産になっている代物です。 
 世界三大瀑布の一つ『イグアスの滝』です。 

 
 日本の滝で有名な物に『華厳の滝』と言う日光のものがあります。 
 この滝を有名にした事件に『藤村操』と言う一高生の自殺があります。 
 『人生不可解なり・・・』と言う言葉で有名になった事件です。 
 この自殺も日本的な美しくもどこか物悲しい容姿の『華厳の滝』だからこそ生まれ

たのかと思いますし、辞世の言葉も胸を打ったのでしょう。 

 
 このイグアスのような圧倒的な迫力の前では、哲学も何もなくなる感じです。 
 ただただ、自然の大きさに飲まれるだけでした。 
 那智の滝がこんなのだったら、熊野三山の信仰は形を変えていたでしょうね。 
 いや、こんな滝が存在する国土だったら、日本文化全体が形を変えていたことでし

ょうね。 
Tags:世界遺産 昭和               by je2luz | 2007-10-21 11:50 

 


